
建設・土木 

●市内のバスケコート及び加治地区の土地利用と道路につ

いて 

Ｑ． 

「市長への手紙」の 6月期回答にて、加治地区の学生さんがストリートバスケコート

を要望していたものを読みました。 

ふと市内のスポーツ施設を思い返してみるとテニスコートとゲートボール場は比較

的豊富にあり、野球やサッカー、フットサルの施設もいくらかあるものの、バスケット

ボールをやれる施設が意外と少ないなと思いました。サンビレッジやカルチャーセンタ

ー等、他のスポーツと兼用の施設ばかりです。 

新発田市出身の富樫勇樹選手の存在もあり、バスケットボールは、市のスポーツの「売

り」の競技として、各種取り組みが行われているのにも関わらず、バスケコートは少し

ばかり少ないのではないでしょうか。 

すぐには難しいでしょうが、中長期的にバスケコートが整備されたほうが、スポーツ

カルチャーツーリズムの施策とも噛み合い、市のスポーツ振興に寄与すると思いますの

で、ご検討のほどをお願い致します。 

新潟県の場合、冬季は積雪があるので、尚更難しいとは思いますが、先の要望のよう

に、半面でもストリートバスケコートがどこかにあってもいいのかもしれません。 

それこそ、加治川地区体育館の前に旧加治川公民館の跡地がありますが、手始めにそこ

など如何でしょう。 

併せて、加治地区についての事を 2つ。 

先の学生さんの要望の回答にて、老人ホーム二の丸脇の市有地の利活用の方針は既に

決まっているとありましたが、どのような利活用がなされる予定なのでしょうか？ 

これは素朴に気になるので御質問します。 

最後に、前述の通り、ななは幼稚園、七葉コミュニティセンター、老人ホーム二の丸

に続いて、更に開発が続くということで、この辺りは地域の拠点として、ますますにぎ

わいを増してきそうです。 

しかしながら、若干アクセスが悪く感じます。というか、分かりづらいです。先日、

七葉コミュニティセンターに行こうとしましたが、どこ曲がればいいか分からず、結局、

やめてしまいました。 

つまるところ、国道 7 号線から小松下中線へと至る道路は宅地の細い路地ばかりで、

車でのアクセスに少々不便を感じます。せめて 7号線沿いに看板があると分かりやすい

のですが…… 

個人的には、市街地側から行くと、橋を渡った三日市の信号の次の信号で左折し、小

松向中条線に入って、小松下中線への合流地点で右折して進む道が整備されれば便利に

思いました。 

七葉コミュニティセンターから大井川を渡ると狭い農道のような道が続くので、ここ

とその手前辺りが広くなれば 7号線から宅地の道路を通らなくてもよくなります。バス

も通れて、七葉中学校の向こう側から回り道をしなくても、七葉コミュニティセンター

のバス停を通って、そのまま加治駅に向かうことができるようになり、菅谷・加治コミ

ュニティバスのルート的にも良さそうに思えました。 

（令和 8年 8月受付） 
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Ａ． 

お寄せいただいた「市内のバスケコート及び加治地区の土地利用と道路について」、

以下３点の御回答をさせていただきます。 

まず、御提案のスポーツ施設の整備がスポーツカルチャーツーリズム、スポーツ振興

に寄与するというお考えは、非常に重要な視点であると認識しております。 

バスケットボールに限らず、あらゆる競技において現状の施設を有効活用し、スポー

ツカルチャーツーリズムとスポーツ振興を推進してまいりたいと考えていることから、

現時点においては、新しいスポーツ施設を建設する計画はありません。 

参考までに御提案の旧加治川地区公民館の跡地付近には、バスケットボールで御利用

いただける施設は、「加治川地区体育館」や「大島体育館」がありますので、ぜひ御活

用をいただければと存じます。 

次に、特別養護老人ホーム二の丸脇の市有地につきましては、住宅団地用地として売

却するという利活用方針が決定している土地であります。御理解のほどお願いいたしま

す。 

また、国道７号に案内看板が無いため、七葉コミュニティセンターに辿り着けなかっ

たとの御意見をいただきました件について、七葉コミュニティセンターの隣には、市立

ななは保育園や特別養護老人ホーム二の丸もありますことから、国道７号に各施設への

案内看板を設置できるかどうかについて、まずは担当課に指示したところであります。 

最後に、「国道７号から七葉コミュニティセンターへのアクセス改善」について、御

提案の路線にコミュニティバスを通すという案は良案と捉えたところでありますが、地

元自治会としては、道路の拡幅改良によって通過交通が増えることは、かえって危険と

の思いもあり、これまで市道小松下中線や市道小松向中条線の拡幅要望の声は無かった

ものと認識しております。 

いずれにいたしましても、地元の理解が第一でありますことから、時間をかけて検討

してまいりたいと考えております。 

 

（令和 8年 9月 8日回答） 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 


